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特
別
展「
志
士
最
後
の
生
き
証
人・田
中
光み

つ
あ
き顕

」 

が
は
じ
ま
り
ま
す　

前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
特
別
展
「
志
士
最
後
の

生
き
証
人
・
田
中
光
顕
」
が
、
い
よ
い
よ
９
月
12

日(

土)

か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

当
館
で
は
、
約
10
年
間
、
牧
野
富
太
郎
や
広
井

勇い
さ
みの
生
誕
１
５
０
年
記
念
、
伊
藤
蘭
林
の
生
誕

２
０
０
年
記
念
な
ど
、
佐
川
に
ゆ
か
り
あ
る
先
人

達
の
記
念
年
に
先
人
を
顕け
ん
し
ょ
う彰す
る
特
別
展
を
行
い

な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、「
１
５
０
年
前
の
佐
川

は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
の
か
」
を
一
つ
の

視
点
と
し
て
、「
佐
川
の
幕
末
」、「
文
久
３
年
の

変
」、「
禁
門
の
変
と
脱
藩
」、「
田
中
光
顕
の
慶
応

二
年
～
暴
発
組
か
ら
の
成
長
～
」、「
陸
援
隊
副
長
・

田
中
光
顕
」、「
明
治
維
新
と
佐
川
」
と
い
う
よ
う

に
、
あ
る
瞬
間
に
対
象
を
し
ぼ
っ
た
特
別
展
示
を

重
ね
て
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
個
別
に
見
る
と
、
必
ず
し
も
田
中
光

顕
に
限
定
し
た
内
容
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

順
番
に
見
て
い
た
だ
け
た
方
に
は
、
大
き
な
歴
史

の
流
れ
の
中
で
、
田
中
の
成
長
を
感
じ
て
い
た
だ

け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

田
中
の
功
績
の
一
つ
一
つ
は
、
ま
だ
知
ら
れ
て

い
な
い
た
め
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
な
い
部
分
も

あ
り
ま
す
が
、
佐
川
に
対
し
て
は
、
幕
末
維
新
と

い
う
時
代
そ
の
も
の
を
後
世
に
残
す
た
め
に
、
佐

川
に
「
志
士
た
ち
の
遺
墨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
集

約
し
た(

厳
密
に
は
他
所
に
も
贈
っ
て
い
ま
す
が)

と
い
う
点
が
、
最
大
の
功
績
だ
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。そ

し
て
、
田
中
が
収
集
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

中
核
と
し
て
、
佐
川
が
「
歴
史
の
記
録
を
大
事
な

も
の
と
し
て
保
管
し
続
け
て
き
た
」
と
い
う
事
実

こ
そ
が
、
佐
川
を
「
文
教
の
ま
ち
」
と
し
て
耀か
が
やか

せ
て
い
る
の
で
す
。

佐
川
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
田
中
光
顕
。
彼

の
人
生
を
通
し
て
、
激
動
の
幕
末
維
新
期
か
ら
近

代
国
家
が
形
成
さ
れ
て
い
く
間
の
歴
史
を
振
り
返

り
、
今
一
度
、
田
中
光
顕
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

(

青
山
文
庫　

藤
田
有
紀)

<

展
示
案
内>

〇
特
別
展

　
「
志
士
最
後
の
生
き
証
人
・
田
中
光
顕
」

　

９
月
12
日(

土)

～
12
月
13
日(

日)

※
９
月
８
日(

火)

～
11
日(

金)

は
展
示
替
の

　

た
め
臨
時
休
館

川
　
柳

長
雨
に　

笑
い
袋
が　

湿
り
が
ち

炎
天
下　

木
陰
で
蝉
の　

恋
し
ぐ
れ

武
漢
発　

世
界
を
め
ぐ
る　

コ
ロ
ナ
菌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田　

憲
一

ま
た
し
て
も　

非
正
規
職
員　

あ
お
り
受
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　

聖
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

俳
　
句

雨
に
濡
れ　

畑
の
片
隅　

夏な
つ

薊
あ
ざ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

味
元　

佐
知
子

梅
雨
の
日
の　

植
田
の
静し
じ
ま寂

や　

さ
ぎ
一
羽

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　

聖
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

短
　
歌

こ
の
七
十
路　

残
せ
し
も
の
を　

築
か
む
と

　
　
　
　

思
い
め
ぐ
れ
ど　

我
が
代
せ
ま
り
て

東　

聖
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

藍
染
め
の　

教
室
の
日
は　

朝
か
ら
に

　
　
　

ホ
ト
ト
ギ
ス
鳴
く　

染
め
し
さ
な
か
も

有
料
と　

な
り
し
を
忘
れ　

空
手
に
て

　
　
　

い
く
た
び
払
ふ　

レ
ジ
袋
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
岩　

英
起

七
夕
に
無
病
息
災
願
い
つ
つ

　
　

世
界
の
平
和
と
短
冊
に
記
す

だ
ん
ご
虫
相
手
に
遊
ぶ
三
才
児

　
　

ガ
ム
・
チ
ョ
コ
ほ
し
い
と
虫
は
言
っ
て
る
そ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
寿
草
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

　
　

※
応
募
多
数
に
よ
り
抽
選
し
ま
し
た
。

川柳・俳句・短歌を広報さかわに掲載してみませんか？
※ 11月号への掲載を希望される方は10月 1日（木）まで
投稿方法：氏名・住所・電話番号と、川柳・俳句・短歌のいずれの部門かをご記入のうえ封書やはがき、ファックスにてお送りく
ださい。応募多数の場合は抽選により掲載します。

文
　
　
芸

応
募
先
：
佐
川
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係　

〒
７
８
９-

１
２
０
１　

佐
川
町
甲
３
５
６-

２

電
話
２２-

１
１
１
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
２２-

０
０
７
０

青
山
文
庫
だ
よ
り

◇
暦
の
上
で
は
も
う
秋
♪

少
し
涼
し
く
な
り
、
虫
の
鳴
き
声
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
牧
野
公
園

も
秋
の
お
花
に
衣
替
え
♪
ヤ
マ
シ
ャ
ク
ヤ
ク
の
果
実
が
弾
け
、
ホ
ト
ト
ギ

ス
、
ワ
レ
モ
コ
ウ
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
な
ど
、
賑
や
か
な
季
節
で
す
。
ぜ
ひ
、

お
散
歩
つ
い
で
に
公
園
を
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
☆

ボタニカルニュース ～牧野公園情報～

～まちの植物情報～

問 チーム佐川推進課 　 電話 22-7740

◇ 9 月に見頃のお花♪

◆ 

み
ん
な
に
応
援
さ
れ
る
牧
野
公
園
へ

７
月
29
日
、
名
教
館
に
て

『「
牧
野
さ
ん
の
さ
く
ら
さ
く

ア
イ
ス
」
寄
付
贈
呈
式
』
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

昨
年
の
３
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
「
株
式
会
社
フ
タ
ガ
ミ
・

佐
川
町 

牧
野
博
士
が
と
り
も

つ
協
働
事
業
」
の
一
環
で
、

毎
年
ア
イ
ス
の
売
り
上
げ
の

一
部
を
、
牧
野
公
園
の
整
備

に
活
用
し
て
欲
し
い
と
、
町

へ
寄
付
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

式
で
は
、
株
式
会
社
フ
タ

ガ
ミ
の
松
岡
社
長
か
ら
、
牧

野
公
園
の
整
備
で
使
う
資
材

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た

式
終
了
後
は
、
は
な
も
り

Ｃ-

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
の
ガ
イ
ド
に

よ
る
牧
野
公
園
プ
チ
散
策
が

実
施
さ
れ
、
公
園
の
魅
力
や

整
備
活
動
の
思
い
に
つ
い
て

触
れ
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

オトコエシ ( 男郎花 )
スイカズラ科オミナエシ属。
由来は、黄色い花のオミナエシより
も強く丈夫そうに見えることから。

8～ 9月頃

スズムシバナ ( 鈴虫花 )
キツネノマゴ科イセハナビ属。
由来は、鈴虫が鳴く頃に花が咲く
ことから。絶滅危惧Ⅱ類に指定。

8～ 9月頃

タニジャコウソウ ( 谷麝香草 )
シソ科ジャコウソウ属。
牧野博士命名種。牧野博士の生家
（現ふるさと館）近くで自生している。

9月頃

右上：寄付贈呈式にあたり、
町からは記念品として「植物
模型」をお渡ししました。
右下：今回いただいた資材 ( 土
をはじめポットや虫除け、手
袋など…)左上：プチ散策の様子。

左下：散策後は、アイスと佐
川産の水出し茶をいただきま
した！

ヒメノボタン ( 姫野牡丹 )
ノボタン科ヒメノボタン属。
県内での生育地はわずか。絶滅危
惧種ＩＢ類に指定。

8～10月頃


